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 〈おへんろつかさとは〉 

 歩き遍路の指導者に”先達さん”がいます。このお先達さんを宗教的な「ガイド」とする

と、”おへんろつかさ”は、おへんろの観光的・歴史的な面を「ガイド」する人をさします。

おへんろを司（務）どる人、すなわち「おへんろつかさ」ということです。 

 

 「おへんろつかさの会」とは・・・ 

さぬき市において、四国遍路の知識を伝え、観光的歴史的側面から全国に発信する活動をして

います。主には、四国霊場上がり三ヶ寺(第 86～88番札所）の案内や春と秋に遍路道を歩くイベ

ントを開催するなど、さぬき市の遍路文化に関する情報をお知らせしています。 

            

 

さぬき市を訪れる観光客へのお遍路に関することを中心にした観光ガイド 

 

 私たちは、このマニュアルを、さぬき市観光を「進化し、発展させる」観点から、必要に

応じ、改訂する事を考えて実行します。 
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第 1章 ガイド活動の意義と目指す姿勢（基本的な考え） 

 ガイド活動を行うとき、その意義や意味を自分なりに掴んで行うことは活動参加の生き生

き度やアピール度を増し、自分にとっても周りの人にとっても大切な事です。 

 

 く観光の意義〉 

 「観光」の語源は、中国の易経の「国の光 

を観る」から来ており、「国の光」つまり、国 

や地方の良い所や良いものを見せる、見てもら 

うことです。観光も時代の変遷に合わせて進化 

してきており、いろいろな意義があるかもしれ 

ませんが、今日的視点として次の 4つを主な意義として提示します。 

 

①  平和をもたらす意義…観光と平和の深い縁 

  「観光は平和の産業」ともいわれ、平和・安全でなければ観光は成り立ちませんし、 

観光により平和の底流をなす「交流と相互理解」が促進されます。 

 

② 産業としての意義・‥観光は大きな産業 

 ・2012年の世界の国際旅行をした者の数は 10億 3500万人。 

 ・世界の観光産業の規模は、全 GDPの 9％。雇用者数も全雇用者数の 9％。 

 ・日本でも観光の経済効果や地域の活性化の有用性から、国も地域も観光振興に力を入れ

るようになってきています。 

 

③ 豊かな生活の主要ファクターとしての意義・・・21世紀のテーマ 

  ゆとり、豊かさは 21世紀のテーマで、高い旅行ニーズがあります。 

  （現実は、国内観光の規模は停滞が続いており、所得の増加と生活の安定が求められま

す。） 

 

④ 街づくり、人づくりの意義…住んでよし、訪れて良しの地域づくり 

  観光が地域おこしや街づくりの代名詞的に言われる事が増えてきました。 
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明治 4年 11月から 6年 9月まで

の岩倉具視らの欧米視察団の報告

書の表題は「観光」でした。正に「国

の光」を観てきた報告だったので

すね。 

 市民が主体的に参加することにより… 

地域への愛着と誇りが育ち、交流促進とネッ

トワークができ、生きがいの場が創出されま

す。 

住んでよし 訪れてよ

しの地域作り 



 

 く観光ガイド活動の意義〉 

 観光ガイド活動には、「社会的な意義」と同時に「自分的な意義」があると考えます。 

 

①  社会的意義 

  お客様にこの地域を良く知っていただき、喜んでいただくと同時に、前に述べた観光の

意義を実現することで、一言でいえば「世のため、人のためになる」という事です。 

  特に、地域づくりに観光ガイドさんは大切な役割を果たしています。「ふるさとを知る

事は、ふるさとを愛する心を育てる」と言われます。ガイド団体での日々の学習と研鑽は、

ガイドさん自身の郷土愛を育て、ガイド活動によって、この地域を訪れるお客様だけでは

なく、この地域の子どもや住んでいる人たちに郷土の良さを知らせ、郷土を愛する心を育

てることにも貢献している事例が多く見られます。 

  

②  自分的意義 

  観光ガイド活動を行う多くの人が、「自己実現のため・‥」と言っておられるように、

この活動は、自分の理想や希望の実現に向けた努力を通じて、勉強になり、心も休も健康

になり、とても「有益な活動」と言えるでしょう。 

  また、この活動を行うことによって仲間ができ、交流の輪は大きく広がります。全国に

は 4万人ものガイドさんがいます。例えば、旅行をした際、現地のガイドさんに「私も香

川のさぬき市でガイドをしています。今日はよろしくお願いします。」と挨拶をすれば、

きっと違った次元の意識が通い合うと思います。そして、「今度はぜひ、さぬき市にお越

しください。私がご案内します。」と言えば、誘客効果は抜群で、大いに心を通い合わせ

る事が出来るでしょう。 

  全国津々浦々に 4 万人もの友人を持てる事は「観光ガイドならではの事」とも言えま

す。 

  ただし、「自分がガイドであることを紹介したら相手がひるんでしまった。」というケー

スもあるようです。現地のガイドさんにプレッシャーを感じさせないよう気をつけながら、

交流を進めましょう。 
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 ＜ガイドの仕方・ポイント＞ 

                 

（1）ガイド（案内人）は… 

 自分も楽しみ、お客さまも楽しませるものです。プロの先達さんとは違いますが、お客様

の心に届くか否かは、ボランティアでも同条件です。お客様は十人十色で、しかも一期一会。

ガイドの心がけはあなた次第です。共通しているのは、必要な場所で必要な話材（ネタ）を

時間内に語り、安全に誘導し、共に楽しめるかどうかです。 

 

（2）おへんろつかさは… 

お客様の心の内に語りかける仕事でもあります。さぬき市の観光案内もしながら、寺から

寺、道標、丁石、行き倒れ墓、接待所などを案内する昔語りは、今生きている私達への心の

癒しや、元気の基になります。 

 幸い、私たちの講座では、四国遍路の大半の話材を学ぶことができます。しかし話材だけ

を話しても、お客様の心が満たされるかどうかはわかりません。やはり、仏教の教えの源泉

となるブッダ釈尊の「人として正しい生き方や考え方」例えば、八正道や「ご縁」や「挨拶」

といった教えも理解しておかれると良いでしょう。人間は悩める生きものですので、ガイド

によりお客様の願いや祈りのお手伝いが少しでもできれば幸いです。 

 

（3）準備（例） 

コースプラン作り 予定時間内で案内拠点と話材を組み立てる。 

歩き案内は通常歩きの二～三倍の時間をみる。トイレ、交通手段チェック、費用チェック

（入場料、保険、資料代など）。立寄先の了解をとる。客層（老若男女）を見て、話材の方

向付けをする。 

 

① 話材の準備     

・上がり三ケ寺の寺や地区の歴史、建物、仏像や植物など 

・遍路の背景、歴史、支えた人々など 

・下調べをして歩いて語ってみる。知った人の話を聞く。 

 

ガイドの準備   話振りもガイドの芸。声を出して一つ一つ話材を語りましょう。 

小道具を活用しよう（小旗・名札・帽子／見せるＡ4ファイル、写真、拡声器など） 

 

              おへんろつかさ養成講座資料から 近藤敬司（ガイド） 

話材となる対象の事例 

●へんろ道を歩く  当願堂～広瀬橋～へんろ橋～長尾寺～塚原橋～一心庵～高地蔵、 

 （志度～大窪寺） 槇川～大窪寺～（長尾：山頭火句碑）（大窪寺手前：丁石/遍路墓） 
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●道標とへんろ墓 

 志度寺境内 願主 真念 高野聖、大坂の人、牟礼で没す。寒川金兵衛が支援 

             四国 88 カ所番号をつける。ガイド本（四国遍路道指南）出す

-1687年 

             道標づくり（200余）、善根宿つくり 

 

長尾（清水九兵衛）秋田（道標） 

 

長尾（一心庵）（道標） 

接待碑一小豆島・肥土山           道標の貢献者 

                              真念（上述）・寒川金兵衛 

長尾（高地蔵） 像           武田徳右衛門一伊予の人（1794～1867）200 基 

忠左衛門墓―136回お四国まわり         中務（ﾅｶﾂｶｻ）茂兵衛－お四国 280回 

                                                        僧照蓮（70基） 

前山（地蔵座像）                       四国の道標 1860基――角型多し（江戸後期～） 

                                （丁石）－1390’’ 

額西（へんろ墓）一捨往来の手形で埋葬 

槙川（へんろ墓）一捨往来の手形で埋葬 

槇川三叉路 大師 （道標）一武田徳右衛門 

座像       （願主） 

 

道標の表現（例―徳右衛門標石）       正面－（上）梵字ア 又は ユ ― 

（下）―目的地と里程 

                      側面―願主・徳右衛門と施主 

 

（願）― 家族の菩提・平安／友人の…／先祖の…。世の平安を祈る（天下泰平・太平） 

広く衆生を供養（三界萬霊・法界平等・無縁法界） 

現世の罪の消滅と来世の善根を助けることを願ったもの（滅罪生善） 

 

●おへんろ道中（姿） 

       発心   修行   菩提   涅槃 

       阿波   土佐   伊予   讃岐 

88ケ所－（23寺  ・16   ・26   ・23） 

江戸後期に盛んとなる－ 

  （1801土佐藩の役人の日記。1日 200人平均。300人もあった由  

初め頃は貧者・病人が多い 
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出発―（寺の宗門人別帳に記録）―春先から田植えまでが多かった 

一緒費用は 1両前後（約 10万円） 

（高田家文書で道中の宿、接待・費用が読める）――善根宿（宿代なし、食事代のみ）9泊 

（43泊）（宿） 木賃宿-30泊、宿（ハタゴ）4泊 

装束一今日の姿は明治末期にできた（死に装束の姿） 

  菅笠（ｽｹﾞｶﾞｻ）・金剛杖／白衣（ビャクエ）・手甲（テッコウ）・脚絆（キヤハン）・念珠 

納札挟み・納経帳 （白衣が定着したのは昭和 30年代のバス遍路が始まってから。） 

 

へんろの歴史と大師堂 

［辺地修行］－（山林・海辺で身体を苦錬修行し、罪障を浄め、力を得ようとした） 

……（今昔物語） 

僧・道慈（ﾄﾞｳｼﾞ）の虚空蔵菩薩・求聞持法（718年）唐より入る 

ー 大自然の中で一体化（明正）の苦行― 

                                 ―空海も専念―

室戸岬・大滝ヶ岳 

                         921年 弘法大師号（入定後 86年） 

                             法身弘法大師信仰の成立 

 熊野信仰と特異（観音巡礼）信仰 

   平安末～鎌倉～室町前期に大流行       真言宗の僧侶が讃岐の大師遺跡を 

   神仏習合―三佛を同体とするー（阿弥陀・薬師・千手観音）  巡る習慣ができる 

 一遍上人（伊予の人）･･･四国中心各地の名刹・一宮社を巡礼    四国札所の中心が 

                          各本尊よりもほとけ弘法大師に 

                               移り庶民信仰化した 

 西国 33観音巡礼の全国普及（秩父 34カ所）も 

 四国遍路 

 旅空間のシステム整備＝真念により 

   ・四国曼荼羅説（遍路絵地図） 

   ・密教の発心・修行・菩提・涅槃の右回りプロセス 

   ・庶民化されたが、ホンネの底に聖性・宗教性あり（白装束の死から変化し、日常へ

回帰する） 

結果的に 88ケ所の遍路は、ほとけとなった“弘法大師’’が完成させた 

＝シンボルとして  大師堂が各霊場の本尊と別に建てられ ＝大師一尊化の現象となる 

像や絵が飾られた 

空海・弘法大師の生涯（仏教インド・釈尊→ネパールーチベットー中国一朝鮮インド→スリ

ランカー東南アジア 
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552年  百済の聖明王、倭国へ仏教を伝える（5世紀に漢訳された） 

588年  明日香に飛鳥寺たつ 

604年   聖徳太子 30才一憲法 17条つくる（仏教思想入れる）一 660年 百済滅ぶ 

                        663年 倭は白村江で唐、新羅に敗退 

668年 －－－－－－－－行基誕生－694年（26歳）志度で海人の供養 

774年 6月 15日 空海生まれる（俗名：真魚（まお）    」717年大窪寺 739年長尾寺 

788年  上京（長岡市） 

791年  18才 大学へ入る 

793年  20才 和泉、槙尾山寺で出家得度 

797年  24才 三教指帰（サンゴウシイキ）を著す 

           ＜不毛の 7年間＞ 

803年  30才 空海と名乗る 

804年  31才 遣唐船で唐に渡る（10月着） 

～805年 6月長安清龍寺で（真言密教第七祖）恵果に会い灌頂受ける 

806年  33才 帰国（大宰府に留まる）･･･最澄と会う 

811年  38才 山城の乙訓寺（オトクニ）別当       815年空海が大窪寺再興 

818年  45才 高野山に道場―821年満濃池別当（工事） 

823年  京都・東寺 824年雨乞い 

835年  62才 ご入定 3月 21日――921年 弘法大師号 

862年頃                         大窪寺ができる 

 

参考Ⅲ 

大窪寺（88番結願所） 医王山、遍照光院 宗派 真言宗 

●本尊―薬師如来 創立 717年行基、816年空海（虚空蔵菩薩求聞持法の修法 奥の院で 

 ＊ご真言－おんころころせんだり まとうぎそわか  

伝）錫杖を納めた（鉄）寺宝―三国伝来のもの 

・柴燈大護摩供――春夏に実施（金剛杖・菅笠）供養 

・柴橙大護摩（サイトウオオゴマ）一春夏に実施（金剛杖・菅笠・・・）供養 

・建物 

・本堂・多宝塔   ・二天門（梵天・帝釈天） ・阿弥陀堂 

・大師堂 （S59）  ・仁王門（H2） ・寶杖堂 ・お砂踏み道場 

・布教活動一寺報おおくぼ／女人高野であった 

・火を発するいわれ一地質が四国中央構造線との境目（多和小の護摩山は異なる） 

・妙見信仰―本堂の上に北極星が来るー（海上交通安全一丁石の寄附はあり） 

                    土佐室戸、回船屋井筒屋利平治 

                    秋田・清水（先述）―長崎での金銀 

・木－しやくなげ、イチョウ、紅葉 
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長尾寺（87番） 補陀落山 観音院 インド南部の海岸の八角の山（観音が住むという） 

宗派 天台宗 

 ●本尊一聖観世音菩薩 創立 739年行基開祖 825年空海、堂宇を建立 

   ＊ご真言－おん あろりきや そわか 

 ・明印法師一菅原道真公、筑紫左遷の途中、志度沖で自画像と句を賜る 

 ・生駒公、堂宇建立 1681 年松平頼重公の折、天台へ改宗一讃岐松平藩 7 観音の 1 つに

なる 

・門前の經幢（元冠の役出征将兵の霊を慰める）国重宝…当寺は鎌倉：北条家の荘であった 

                               高野山金剛三昧院 

・義経と惜別した静御前（宥心尼）が母・磯野御前（磯野禅尼）と剃髪した塚あり 

          」近くに鼓渕あり－”初音”の鼓をすてた 

           ×1193年 3月 24日（25才） 

・大鏡餅つきと運搬競技（正月 2日／7日）－（一石一斗四升）（175k）を 60臼つく 

（三味線） 150Kg 

・大会場と福奪（正月 7日） 

・建物一本堂・大師堂・薬師堂・護摩堂・天神堂・山門／県保存木― 楠 

 

志度寺（86番）補陀落山 清浄光院 宗派―真言宗、善通寺派  3塔頭あり 内自性院に

平賀源内の墓 

●本尊一十一面観世音菩薩   ＊ご真言－おん まか きやろにきや そはか 

脇士一不動明王・毘沙門天 国重文    （桧、1．46m高平安前期作） 

・志度寺縁起絵図大巻（重文）よると（鎌倉時代） 

625年開創 凡菌子（オオシソノコ）681年藤原不比等海女の墓つくり 死渡道場つくる 

693年藤原房前（13才）行基（26才）と母の追善をし、千基石塔たてる 

            海女の墓―（玉取伝説）‥…・謡曲（海士）、歌舞伎 

（面向不背の玉/華原磐（ｶｹﾞﾝｾｲ）／洒濱石（ｼﾋﾝｾｷ） 

・（中世）閻魔大王の氏寺となる 

  東大寺習作の仁王像（運慶作）―（昭和 49年解体修理 西村公朝博士） 

       （吽形阿形）  木札（1671年修理に運慶作とあり） 

・室町時代（管領細川頼之～勝元）完成の曲水式庭園 3000坪一昭和 37重森三玲により修復 

足利義政   竜安寺             無染庭（玉取り伝説による）作庭 

・戦国・江戸初、生駒正俊（1610－1621）大師堂（焔魔堂・奪衣婆堂）建立 

                            （藤原北家の末裔） 

・江戸初・松平頼重公－本堂、仁王門を 1670年に建設・寄進 

（国重文）（仁王門は三棟づくり）＝（法隆寺東大門、東大寺転害門） 

                      伝・長宗我部軍の馬が進入できなかった 

・椎本芳室の文塚、桃源の松風塚―（俳諧のリーダー）・廻国供養塔（60ケ国） 
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・覚阿上人石碑（源平合戦、佐藤継信の弔い）…（太夫黒の物語） 

・三尊仏（頼重近習 3人）・田宮坊太郎をお辻（志度寺頂）浄瑠璃 

（花上野誉石碑 志度寺の段十段目） 

・五重墜－S50、10年かけ完成（大阪 竹野二郎氏寄進）－（33m高、3億円 

 88ヵ所には 4ヵ所のみ） 

・十六度市…海女の命日、かなり賑わう市だった。 

 

●＜志度寺縁起絵図＞7巻（6）国重宝    ・14世紀前半（1317～43）に完成 

（鎌倉末期、火災多し） 

1．御衣木之縁起･･･霊木～志度寺 

（十一面観音誕生）―長谷寺縁起の取り入れ）≒（観音霊場） 

2．讃州志度道場縁起…興福寺建設（藤原氏）と玉取り－（志度寺の由緒正しさの説明） 

                            淀の人が焔魔王に 

3．白杖童子縁起‥・志度寺の修造を約束させられ、実行し救われる。 

4．当願暮当縁起…仏罰 

5．松竹童子縁起・‥志度寺修造（闇魔大王） 

6．阿一蘇生縁起…性覚と阿－の 3年内 

        志度寺修造の話 

7．（千歳童子組成縁起） 

頼重公時代、仁和寺、御室派の末寺となり、縁起の勧進の力は薄れる 

・志度寺と芸能（遊行民）･･･志度の津（港）のにぎわい－経済的な繁栄 

     ・謡曲（能）－（海人）（当願暮当） ・幸若舞－（大織冠） 

・説教節一刈萱（石堂丸）で志度寺が舞台・1179年（梁塵秘抄）に志度道場でる 

・曲水の庭（細川勝元一銅銭（貿易）一宋人の接待に使ったか） 

 

・お寺での作法一山門（右入左出と挨拶）－清め（手とロ）－鐘を突く 

（時計回り）と合掌一本尊（納札賽銭）） 

 

第 2章 ガイド活動を行うための日々の研鑽 

 この章では、観光ガイドとして、お客さまに喜んでいただけるガイドをするための事前準

備と自己研鑽について述べます。 
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 いろいろな方をご案内するので、まず自分で勉強します。考えもしなかった質問

に会うといろいろ勉強になります。お客様に喜んでもらえるとこちらもうれしくな

ります。成長できるのはお客様のおかげです。 



1自分自身でガイド能力を磨きましょう 

  名ガイドといわれる人は「人柄が良くて話が面白い、地域を良く知っている、大きな声

で分かりやすく話す」などの共通点があります。 

  ガイドを上手に行うことは－朝一夕にはできるものではありません。 

  1番大切なことは向上心と根気です。 

 

 以下の項目に留意して『ガイドとしての日々研鑽』に努めましょう。 

（1）ガイド資料（ネタ）の収集 

   ガイドを行おうとする対象だけではなく、関連事項や地域に関するトピックス的な情

報まで、幅広く、多くのネタを集めましょう。 

  「この人たちにはどんな話が良いか」 

 というとき、たくさんの引き出しがある 

と便利です。 

 

  〈「ネタ」集めのヒント〉 

① ガイド対象やテーマに関する事を深く、広く。 

② 地域の自然、気候、文化、歴史、産業、特産品、人物など地域の特徴 

③ 日本や大窪寺の「1番」に注目・‥ 最初、最古、最大、最小等 

④ 郷土史、民話、伝説、古老の話、言伝えなど 

⑤ 学芸員、郷土史家などの専門家の話 

「ネタ集め」は、自分で調べること、現場を歩いで情報を掴む事が大切です。 

  

 

 

 

 

 

 

1. （2）集めた情報をいつでも使えるように整理 

① カード（シート）を作りましょう 

② 説明ポイントごとに 1回に話す 3～5分程度の小型のカード又はシートを作ります。 

③ このカード（シート）には、話す内容の中心部分と共に、決め台詞、和歌や俳句な

どといった「アドリブ」も含め、少し多めに書いておきます。 

 このカード（シート）と一緒に、その他の参考事項や関連事項をファイルしておくと便利

です。 ガイドネタ本は、ガイドを行う際の最も重要な知識の財産で、ガイドを行いながら

追補し、完成度を高めていくものです。いろいろな整理方法が考えられますが、自分なりに

使いやすいやり方を考案していくことです。 
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いろいろなネタと引き出しを

持っていることが自信の裏付け

になる。多趣味が有利ですし、

新聞タネやテレビネタも大事。 

富山へ行った時、地元のガイドさんにうかがった話です。「加賀百万石

というけれど、加賀でそれだけのコメが獲れていた訳ではありません。

お隣の越中のコメが相当支えていたのです。前田より佐々のほうに肩入

れをしていたのです。」これを聞いて私はびっくりでした。一つの事柄を、

いろいろな方向から見ることの大切さを感じました。 



② カード（シート）作成上の留意事項 

→年号は、出来事の前後関係を明確にするために有効です。「天正○年」、「文禄○年」とい

っても時系列的にどうなのかよく分かりません。年号は西暦で言い、元号で言うときは西暦

年も併せて言う方が親切です。 

  （年号は西暦で。元号には西暦を付記） 

→歴史上の人物の名前はフルネームで書き、ふり仮名をつけておきましょう。ひとりの人物

が複数の名前を使っている（持っている）ケースも多くあります。聞く人が混乱しないよう

気を配りましょう。 

→歴史上の出来事には、不明のものもあります。そうしたものには「伝」とか「小説○○で

は」「自説」などと書いておきましょう。単に「不明です」だけではなく、想像も交えて何

らかの演出をしたいところです。 

→話を分かり易いものにするには、「主語と述語」が明確である事が重要です。カードやシ

ートも「主語と述語」を明確に記載されていると迷いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）イメージトレーニング 

  モデルコースを設定し、現地を歩いて、説明場所とガイド時間を確認しつつ、ガイドシ

ナリオと説明の台本を作り、声を出して練習（イメージトレーニング）する事も有効です。 

 

A 説明ポイントは重点を決め、欲張らないように設定しましょう。 

 

B  ポイントの説明時間は 3～5分くらいとし、重要なところは繰り返しても良いでしょう。 

 

C 台本は主語と述語が明快で短く、分かりやすい話にまとめましょう。 

 

D ガイド情景を思い浮かべて声を出して台本の練習読みをし、「自分の話し言葉になってい

るか」、「話し易さ」をチェックしましょう。 
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［私の資料整理法］ 

 ―ガイドコースごとに 1冊ずつに分けて－ 

 

 ガイド先あるいはガイドコースごとに A4 ファイル 1 冊

にまとめています。そうすることで、ガイドの予習や当日

のガイドがやりやすくなり、また、訂正や追加も容易です。

ファイルの内容は、 

② 大きな字で「ガイドのポイント」を書いたもの 

②関連する地囲、絵囲、写真、年表 

③細かい資料もー緒に入れます。 

 



E 間の取り方や話の展開の仕方は人それぞれです。日ごろから話術と表現力を磨いて「自

分なりの話し方」をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）自身のガイド能力を計る 

本番をイメージして練習したら、自分の改善点などをチェックしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）説明用資料（小道具）を作る 

  説明ボードや写真、絵（漫画）、パンフレットなどの小道具はガイド内容を理解してい

ただくのに有効です。自分の説明に合わせて効果的な小道具を用意しておくと便利です。 

①  小道具は、「自作」をお勧めします。「手になじむ」感覚です。 

 ② ガイドの順路行程表（引き付ける魅力入り）を作り配布しておくと、お客様の興味が

高まり、進行しやすくなります。 
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次のシナリオを参考に、自分の案内をイメージしましょう。 

 〈シナリオの内容〉 

①  お客様との対面、受け入れ、人数の確認 

 ② 歓迎のあいさつと自己紹介 

 ③ 今日のコースの概要説明 

 ④ 先導し、説明ポイントヘ 途中の見どころ 

 ⑤ ポイント毎の説明と時間、写真場所、ガイドの立ち位置 

 ⑥ トイレ休憩、お客様との歓談 

 ⑦ ガイド（説明）の終了（所要時間、終了時問の厳守） 

 ⑧ 人数、お身体の異常の有無の確認 

 ⑨ コースの振り返り、感想、ご意見 

 ⑩ お別れのあいさつ、「またのお越し」のお願い 

 ⑪ お別れ、お見送り、ガイド記録の作成 

良く使われるチェック項目 

 

①知識力――話題の魅力度や多彩さ、ガイドシナリオの習得度 

②発声―――大きな声で、歯切れよく明確な発声ができたか 

③表現力――わかりやすく、面白く説明できたか 

④柔軟性――多様なお客様、突然の状況変化に対処できたか 

⑤管理力――時間、行程どおりのガイドができたか 



（6）発声練習 

 ① 背筋を伸ばした良い姿勢で、□を大きく開けて発声を練習しましょう。－語一語はっ

きりと、清音、濁音を練習。 

②  他の人に聞いてもらって、声の大きさの目安を知りましょう。 

③  日常会話でも意識的に「明瞭な発声」に努めましょう。 

④   研修会や例会の開催時に、全員で発声練習をしてはいかがでしょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）気をつけたい事 

1, ガイドとして「人権への配慮は当たり前」で、お客様の年齢、性別、職業、身分、身

なりなど、あらゆる差別は禁止です。 

2， 全てのお客様に平等な姿勢で接し、差別用語や差別を想起する言葉は避けましょう。 

3， 「人と人とを比較する」ことは、自分の価値観が表に出てしまいがちです。 

4, 自慢話も差別的に聞こえる事がありますので、気をつけたいものです。 

 5, お客様の中には学者さんや偉いお坊さんや議員さんなどが居られるかも知れません。

高飛車な言葉や態度は慎みましょう。 
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 《発声練習の例》 

「愛する郷土」あいうえおあお   「恰好つけて」かきくけこかこ 

「さわやかな声」さしすせそさそ   「楽しくいこう」たちつてとたと 

「仲間と一緒に」なにぬねのなの  「はっきり大きく」はひふへほはほ 

「毎日元気に」まみむめもまも   「やりがい求めて」やいゆえよやよ 

「ランラン楽しく」らりるれろらろ 「わいわい言って」わゐうゑをわを 

 

※大窪寺班では「大窪はっきり言葉」を作り、唱和しましょう。 

① ありがたや 矢筈の山は あいうえお 

 ② 兼割を 越えて大窪 かきくけこ 

 ③ さあ行こう！ 柴燈護摩供に さしすせそ 

④ 多和の道 明るく楽しく たちつてと 

⑤ なんだ坂 へんろ坂越えたら なにぬねの 

⑥ 励まして みんなで歩こう はひふへほ 

⑦ 槇川の 流れおだやか まみむめも 

⑧ 山道を 遍路も越えた やいゆえよ 

⑨ ランデブー 同行二人だ らりるれろ 

⑩ 輪袈裟つけ お念珠持ったぞ わゐうゑを 

このように自分たちのオリジナルを作ると一石二鳥ですね。 



（8）基本用語・禁句を知る－－－美しい言葉づかいを習得 

  ① やさしく、ていねいな言葉づかいを心がけたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公社）日本観光振興協会発行の「活動の手引（初版、2版）」から一部抜粋。 

 

 ② 敬語を知る 

（丁寧語）動作・存在を、話し手が聞き手に敬意を表して言ったり、上品に言った     

りするもの。 

    「まいります」、「行きます」、「見ます」 

（尊敬語）動作・存在の主体を高め、お客様に敬意をこめて表す言い方 

    「お」や「ご」をつけて敬意を表す 

    「いらっしゃる」、「お越しになる」、「おいでになる」 

    「御覧になる」、「見られる」 

（謙譲語）自分をへりくだって言うことで、相手を高める効果を出す言いかた 

    「うかがう」、「参上する」、「あがる」、「お邪魔をする」 

    「拝見します」、「見せていただきます」 
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・だれ  ⇒ どなた（様）、どらら（様） 

・あなた ⇒ ～さん（様）      ・くれる ⇒ くださる 

・来る ⇒ おいでになる       ・行く ⇒ まいります 

・見せる ⇒ お目にかけます     ・聞＜ ⇒ 伺う 

・する、します ⇒ いたします    ・あっち、こっら ⇒ あちら、こちら 

・言う ⇒申し上げます        ・もらう ⇒ 頂く 

・いわれる ⇒ おっしゃいます    ・知りません ⇒ 存じません 

・出来ません ⇒ いたしかねます   ・同伴者・⇒ お連れ様 

・待ってください ⇒ お待ちください、お待ち願えませんか 

・ええ、うん ⇒ はい 

◆ ご案内する時は ⇒ どうぞこちらへお越しください 

◆ 急いでいただきたい時は ⇒ お急ぎ願います  お急ぎください 

◆ お待たせする時は ⇒ （恐れ入りますが）しばらくお待ちください 

◆ お引き受けする時は ⇒はい、かしこまり（承知）いたしました 

◆ おたずねする時は ⇒ 失礼ですが、○○様でいらっしゃいますか 

◆ 名前を聞＜ときは ⇒ （失礼ですが）どちら様でいらっしゃいますか 

◆ お客様の意思を聞くときは ⇒ いかがでございますか、いかがでしょうか 

◆ 注意を促す時は ⇒ お気を付けください、ご注意願います 

◆ 労をねぎらうときは ⇒ お疲れ様です（でございました） 

◆ お断りする時は ⇒ 申し訳ございませんが、・‥ですので○○願えませんか 



② 「お」と「ご」－－－一般的に、和語には「お」、漢語には「ご」 

  「お答」と「ご回答」、「ご返事」 

  「お考え」と「ご賢察」、「ご意見」 

 

③ 「お」をつけない言葉もあるので要注意。 

  「お茶」とは言うが、「お井戸」「お鎌」「お鐘」「お階段」とは言わない。 

  外来語は基本的に「お」はつけない。「おデザート」「おコーヒー」 

 

（9）研修会の開催 

 例会の時に、又は例会とは別に「勉強会（研修会）」を定期的に開催しているガイドの会

が多いようです。また、研修会と共に、交流会（飲み会）を定期的に開き、親睦を図ってい

るところもあります。 

 

①  年間研修計画を立て、定期的に開催します。 

②  会員自身が勉強した成果を発表するなど、「相互研錯」に努めましょう。 

④  詳しい会員や経験豊富な会員の知識や経験、失敗事例に学びましょう。（大切な資産

『宝』です。） 

⑤  外部の方に講師を依頼して「自前研修」の弱点を補う事も効果的。 

⑥  博物館などの専門講座は、積極的に参加、活用しましょう。詳しく学べると同時に

新しい仲間（入会候補者）が出来るのでは…。 

⑦  現地見学会を開催し、地元の人のお話を聞きましょう。 

⑧  他のガイドの会への訪問研修は、良い刺激と勉強になりお勧めです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（10）日々研鑽 

自分のあり方を（基本姿勢）を確立する事は、ガイド活動を進める上で非常に重要な事と

考えます。 
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＜月 1回＞のよもやま話と小グループ・トーキング 

 月に 1回、2時間程度で会員の「よもやま話」としてへんろ道周辺の歴史の話

を聞いたり、現地を見学したり、丁石や道標・石仏に絡んで遍路道の体験をした

り…はたまた「趣味」の話を聞いたりと…「話のネタ集め」として役立たせてい

ます。 

 また、定例会（月 1回）の後、小グループに分かれて 1カ月の出来事を話し合

います。少人数なので話しやすく、お客様の詰も出てきますので、楽しみの－つ

になっています。例会のほか、寺院見学、グルメの会やアジサイ園や石楠花園を

散歩したりしています。 



 地域と人に対する愛情をベースに、自分がいかに関われるかを考え、日々研鑽に努めたい

ものです。 

 

 ① この地域とそこに住んでいる人、訪れる人との交流と触れ合いを大切にしましょう。 

 ② お客様を大切におもてなしする心を持ちましょう。 

 ③ 健康で爽やかな身だしなみや雰囲気、態度、笑顔でおもてなししましょう。 

③  自分のスキルアップと磨き込みに努めましょう。 

④  他地域のガイドさんと交流し、ガイド技術の向上と交流の輪の広がりに努めましょ

う。 

 

第 3章 ガイド申込みの受付 

 「ガイド申込みの受付」は、お客様に合わせたガイドを行うに当たって極めて重要な部分

で、慎重な対応が求められます。 

 ここでの貴重要課題は、「依頼内容の的確な把握」と「相手の方がどのような人かを把握」

することです。 

 

 

 

 

1 ガイドの依頼は、電話だけではなく、「ガイド申込書」で受けましょう。 

①  重要なのは、申込書が依頼内容を把握するのに十分な項目を備えている事です。 

→申込書を頂くことで把握漏れをなくせます。 

 

② 電話等で依頼があった時は、ガイド申込書をお送りし、返送またはファックスしていた

だきます。 

 

③ 相手の要望や事情で、電話等の聞き取り内容をこちらが申込書に記入する場合は、必ず

記入後にその内容を相手に確認し誤りを防ぎます。 

 

④  ホームページを持っているガイドの会は、そこにガイド申込書を掲示し、メールで申

し込んでいただきます。 

 

2 お客様に電話をして依頼内容を確認 

①  電話で相手の方の声を聞くことにより、「どのような雰囲気を持った方なのか」の一

端を知る事ができ、依頼内容の確認と併せ非常に有効です。 
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お客様を知らないと話すイメージがつくりにくい。 

   ≒ 敵を知り己を知れば百戦危うからず 



②  ガイド依頼を受けたら、1週間以内に申込書を手元に置いて、お客様の連絡先へ電話

をし、窓口になる人を確認するとともに、より詳しい打ら合わせを行いましょう。特に、

「ガイドに期待されているレベルや内容」、障害者やお年寄りの有無など「お客様の状

況」については入念に行ってください。 

 

③ 車椅子の手配や利用（入館）希望施設の手配などの依頼を受けた場合は、早めに担当者

を決め、きらんと対応します。 

 食事の手配などは、ガイド団体では対応しきれない事もあり得ますので、食事処を紹介す

るにとどめ、お客様が直接手配をしていただく万が無難です。 

 

⑤ お客様の人数に応じていくつかのグループに分ける事があります。事前にお客様と相談

をして、どのような班構成にするかを決めておきます。 

 

④ 当日のお客様の「前後の予定」を把握し、時間管理の参考にすると同時に、こちらから

のおすすめ情報（イベントや他の見どころなど）を「押し付けにならない」程度にお伝え

する事も良いでしょう。特に、お客様が利用しようとする施設が「休館」などの時は必ず

お伝えします。 
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第 4章 受入れの準備 

1 ガイド前日までの準備 

（1）ガイド団体での、当日の受け入れ態勢決定 

 ① お客様の状況やニーズが把握できたら、それに見合ったガイド受け入 

   れ態勢を決めます。 

 ② お客様の人数が多い時はいくつかのグループに分け、複数のガイドで 

   対応します。望ましい日安は、ガイド一人に対しお客様は 10～15人程 

   度です。 
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 ≪ガイド申込書の例≫（申込書の記載項目をお示しします。） 

①  申込年月日 

② 団体名または（個人の場合は）申込者氏名 

③ 団体・グループの責任者名、住所、自宅電話・携帯電話の番号 

 （必要に応じ、職業、勤務先等） 

④ 連絡窓口（氏名、連絡方法および連絡先） 

⑤ ガイド希望日時（当田のガイドの前後の予定も把握できれば、さらに良い。特に、後の

予定がある場合は極力把握する。） 

⑥ 予定人員及びその男女別内訳、年齢構成、その他参考事項 

⑦ ガイド希望場所及び要望事項 

⑧ 有償施設等へのガイド希望 

⑨ 雨天時の対応（ガイドを取りやめるのか、日を変えるのか、またコースを変えるのか

など） 

⑩ 来訪交通手段 

⑪ 待ち合わせ時間及び場所（ガイドの会として対応できる場所を記載しておき、選択し

ていただく様式が多い。） 

⑫ その他（自由記載欄を含む） 

 

 上記のほか、申込書記載の注意事項、提出先等、照会先及び、ガイドの会としての「処理

欄」などが記載されています。 

【ガイドの会の処理欄の例】 

① 受付年月日  ② 受付者（受領者） ③ 打合せ月日  ④ 対応ガイド名 

⑤ 対応責任者  ⑥ 必要に応じて手配担当者  ⑦ その他必要事項 

  ※受け入れ準備の経過に沿ってチェック欄を設けてもよいですね。 



 ③ 車椅子の方が見える等、お客様の状況に応じて対応方法を検討します。 

 

 ④ 交通量が多い等、現場の状況に応じて必要なスタッフを配置します。 

 

 ⑤ 人数にかかわらず、新人の研修も兼ねて、2名以上の体制で臨んでい 

   るガイドの会もあります。 

 

 ⑥ お客様の性別や年齢構成、ニーズなどによって案内コースの設定や休 

  憩、ガイドの配置などの対応も変わってきます。 

 

  一 親睦会グループの場合は、時間がルーズになる傾向があります。時 

     間管理に注意しましょう。 

  一 高齢者が多い場合は、トイレ休憩を多めに取るよう留意します。 

  一 足腰の弱い方がみえる時は、その方に合わせて移動の速度を調節し、 

    休憩はこまめに取る等の配慮が必要です。 

  一 女性グループの場合は、お買物の時間を長めに用意しておくと喜ば 

     れます。 

  一 専門的な知識が求められる場合は、学芸員または研究者にサポート 

     をお願いしましょう。 

 

⑤  待ち合わせ場所は、お客様の立場に立って、分かり易く、集まり易い 

   場所を選びましょう。 

   駅、観光案内所、公共施設、寺院や駐車場などがよく選ばれます。 

 

⑥  立寄り場所等への連綺を忘れずに行います。 

 

（2）直前に再度お客様に電話を！ 

① 当日の 2～3日前になったらもう一度お客様の窓口の方に電話をし、 

 人数など「その後の変更」の有無について確認し、必要な打ら合わせを 

 します。 

 

② 緊急の場合に備えて連絡方法やお互いの携帯電話番号を交換しておき 

 ましょう。 

 

③  待ち合わせを確実に行うため、前行程を出発する時などに電話をいた 

 だくようにしておくと安心です。 
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2 当日の準備 

②  立寄り先への連絡や駐車場の確認などについて再点検（併せて念押し確認）をしま

す。 

 

 ② 当日使用する旗、腕章、ネームプレート、法被やベスト、帽子、配布資料、行程表（案

内コース）、スピーカー、説明するガイドさんの小道具、班分けのプレートなど必要な

ものをそろえておきます。 

 

③  当日のガイド対応の確認。（体調不良の人はいないか、受入れ手順の確認等） 

 

④  天候によってはガイドコースを変更する事もあります。 

 

⑤  出かける前に、ガイド仲間で服装や身だしなみの相互チェックをしましょう。 

 

 

3 大窪寺の取材対応について 

 

先日、テレビ新広島の取材があって、共有しておく事項があります。 

 

① 取材要請があった時、当日、納経所に責任者の方（ディレクターなど）が出向き、会

社名、取材内容などを説明し、「今から取材をします」とお願いし、終われば、「終わ

りました」とご挨拶すること。特に書類などは必要ありません。 

  お宅や会社、事業所などを訪問するのと同じことで、ご挨拶です。 

  私たちも同じことです。（養成講座や 88 ウォークなどはさぬき市から挨拶があります） 

 

② 堂内（本堂・大師堂・お砂踏み場など）は撮影禁止。写真撮影も禁止です。 
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駆け出しのころですが、出発場所と違う場所で解散するコース設定でしたが、あ

がってしまって、出発場所へ戻ってしまいました。待っているはずのバスが見当た

りません。あわてて主催者に連絡をしようとしましたが、相手との連絡方法を確認

していなかったため、途方に暮れたことがありました。 

非常時も含めて、お互いの携帯番号など、連絡方法を事前に確認しておくことの

大切さを実感しました。                



③ 納経所前の杖保管場所は撮影禁止です。「ここに納めるんですよ」という言葉も禁止

です。ここに納めるのだということが定着したら、みんなが自由に置いて行ってし

まうと、後処理が大変になってしまいます。 

お杖はここに納めなければならないというものではありません。持ち帰って記念に

するか、次回にお使いいただくようにお話しましょう。また、亡くなった時にお棺

に入れてもらう方もあるようです。 

 

④ あくまで、納め杖は冥加金が必要ですから、納経所で納めたいとお願いしてからに

なります。 

⑤ 宝杖堂は冥加金を納めたものですし、施錠されているので取材や撮影は可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5章 お客様のお出迎え 

 最初の出会い（第一印象）は、とても大切。明るくさわやかにお出迎えしましょう。 

 

1 お出迎え時のポイント 

 （1） 時間と心にゆとりを持って 

  ① 遅刻は厳禁。第一印象にかかわります。 

    15分前から待てば、心のゆとりも生まれます。 

 

  ② 10分前位にお客様に電話し、「待ち合わせ場所の状況」などをお伝えすれば、「安心

と信頼」を持っていただけます。 

 

 （2） 分かり易い場所で、目立つように「お出迎え」を演出 
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  ① 旗や揃いのユニフォームなどは、目立って印象に残ります。整列とは言いませんが、

「ばらばら感」が出ないようにしましょう。 

 

  ② お客様が見えたら、仲間内の私語は慎んでください。笑顔でお出迎えしましょう。 

 

  ③ バスがついたら、代表がバスの出入り口であいさつし、ガイドさんとの対面場所に

誘導します。 

 

雨天や強風の田の場合は、屋根のある場所や風の少ない所など、少しでも環境の良

い所を対面場所にするよう努めましょう。 

 

2 出会いからスタートまで 

 

 （1） ご挨拶…大切な出会いの言葉 

  ① 歓迎の心を、言葉と笑顔で伝えます。 

 

  ② 挨拶の内容は、ある程度事前に考えておくと良いと思います。 

 

 

 

 

 

（2） 自己紹介 

 1，一人ひとりと目を合わせ、語りかけるようにしましょう。 

 

2，当日のガイドスタッフ全員が、－言ずつ自己紹介と歓迎の言葉を述べます。 

 

3，班編成を行う場合は、その確認をします。（必要に応じて調整） 
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く最も簡単な挨拶の例〉 一 簡潔に！長いと嫌われます 一 

 私はおへんろつかさの会の○○です。ようこそ大窪寺へお越しくださいました。 

これから、心を込めてご案内したいと思います。よろしくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 案内する観光ポイントの概略と誘導コースの説明 
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            くあがらないために〉 

 

 軽い、重いの違いはありますが、人は誰でも「緊張」や「あがり状態」はあります。

「事前準備は十分にした」と思いこむようにしたり、深呼吸をするなど、様々な工夫

がなされています。 

 いろいろな工夫や努力を紹介します。 

 

①  話す前に－度大きく深呼吸をする。 

 

②  話すときは、少し後方のお客様の目を見て、反応のある日を探す。 

 

③  うなずいてくれるお客様を探す。（不思議と落ち着いてきます。） 

  （ただし、「うなずいて聞くのは中年の女性に多いが、これほど当てにならない

反応はない。」、「中年女性のうなずきは、一種の優しさでうなずくだけで、納得

や理解ではない。」という意見もありますので、ご注意を！） 

 

④ 自分の話している言葉を自分の耳で聞きながら話すようにする。 

 

⑤ 話したいことの要点を書いたメモを用意する。 

【私の実践】 

 ガイドの前に必ず現地に行き、 

「事前練習」をしています。ここ

までやったのだからという自信

が不安を抑えて＜れます。 

       

      く案内と誘導の使い分け〉 

ここでは、「案内」はガイドの説明を中心とした行為を、 

「誘導」はコースを回る事を中心に使い分けをしています。 



①  バンフレットや誘導するコースの案内図等を配布し、それを使って大きな声で分かり

易く説明します。 

②  

   一 全体の流れと大まかな時間 

   一 案内ポイントやその見どころ 

   一 トイレや休憩場所、土産店 

   一 最後に戻ってくる場所と時間等 

   一 交通状況や危険個所、静粛エリアなど、歩く際の注意点 

 

③ 足腰の弱い方など、このコースで大丈夫かどうかを確認するとともに、お客様の様子に

気を配りしましょう。 

 

④  はぐれてしまった場合の連絡方法や対処方法を確認しておきます。 

  コースの案内図に、ガイドの名前と携帯電話の番号、観光案内所等の連絡先の電話番号

などを記入してお＜と便利です。 

 

④ コースの中の「特に…の見どころ」や、「お土産ならこれ」をお話しすると、お客様の

興味が増幅されます。 

  以下のような話があります。ご注意を！ 

 

 

 

 

 

⑤ 場合によっては、班ごとに誘導順路を変える事があります。その時はコースの説明は班

編成後に行います。 

⑥  日傘や堂内での帽子や「静粛」など周りに気を使う必要がある事についてのお願いは、

さりげな＜行いたいものです。 
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 同種のお土産を作っているお店が 3つありました。3店を普通に紹介したら、それ

ぞれ製法が違うようで、お客様から「味が違う」とクレームを受けたことがありまし

た。大窪寺門前の八十八庵、野田屋、飛猿閣それぞれに“打ち込みうどん”があり、

味がそれぞれに違います。注意しましょう。                   

 く 日傘は迷惑…？ 〉 

 女性のお客様の中には、日傘をさして

いる方を見かけます。本人は気がつかな

いのですが周りの方が迷惑に思われてい

る場合があります。 

 どのように対応したら良いのでしょう

ねえ。           

 日傘は女性の肌を守る大切なもの。 

また、ファッションの一つでもあります

が、ガイドツアーで事故でも起きたら大変

です。集まって話を聞くときは、日傘の方

はなるべく後ろで聞いていただくように

してはいかがでしょう。「日傘より帽子を」

と呼びかける方法も…。 

           



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6事 ガイドの実践 ～スタートからお見送りまで～ 

1 いざ出発 

 何処をどう巡るかは、より良いガイドの重要なファクターです。「明るく、楽しく、さわ

やかに」と併せて「思いやりの心」でいざ出発。 

 

 （誘導の心得、留意点） 

 交通事故や危険個所、段差や足場の悪い所などは「こまめに声かけ」を心掛けましょう。 

 また、移動中も貴重な交流の場です。出来るだけ話をしながらフレンドリーな雰囲気を作

るようにしたいものです。 

 

①  交通事故やその他の事故の防止に万全の注意を払います。必要に応じてサブスタッフ

やお客様の協力も頂きましょう。 

②  人数の確認はこまめに行います。 

③  最も条件の悪い人（お年寄りや足腰の弱い方など）に注目するとともにその人のペー

スに合わせて移動や休憩をするよう心がけましょう。 
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 コラム     ー 聴覚障害の方へ説明する時は 一 

 聴覚障害の方は、手話ガイドの話を①－連のひらがな文字として並べ、②パソコン

の変換のように漢字に変え、③－つの文章に組み立てて理解します。聴覚障害の方に

説明する時は、文章をなるべく短く、細かく区切ることと、区切り、区切りの闇に少

し間をおくように配慮しましょう。 

 



④ 夏は炎天下、冬は寒風を避ける等、快適な環境に配慮するとともに、雨の日は安全と快

適さの確保に努め、説明場所の変更や屋外での時間短縮に努めましょう。 

⑥ 「途中の雨や雷等」には、状況に応じて予定の変更なども含めて、臨機応変に対応して

ください。 

⑦ 自然や文化財の保全にも気を配ります。 

⑧ ルールを守り、マイクの使用など、周りの迷惑にならないように気をつけましょう。 

⑨ 時間管理もしっかりと。 

 特に旅行会社のツアーの場合は、そこでの予定時間が決まっています。時間管理はガイド

の基本です。 

⑩ お酒の入ったグループは、幹事さんや添乗員さんに「グループのまとめと人数確認」を

お願いすると、乱れることも少なく、スムースに行くケースが多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 案内（説明）について 

  いよいよガイド実践の中心部分です。立ち居振る舞いや話し方など、その気組みや技術

を含めて提案します。 
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        ≪創作歴史劇の上演≫ 

 あいちガイドボランティアでは、ふるさとの歴史ガイドとして蟹江合戦を題材に、寸劇

「蟹江城伝説物語」を城址公園で演じています。 

 郷土史に残る合戦を「語る」より「見てもらう」の発想で、脚本から鎧・兜（よろい・

かぶと）などを手作りで、全員参加で演じています。高齢ボランティアが演じることで、

お客様に感動と勇気を与え、逆にお客様から励まされ、元気をもらい、楽しい活動となっ

ています。 

                         （あいちガイドボランティア） 

 

＞  現地には大きな石碑が立っていますが、「城址」を偲ばせるものはあまりありませ

ん。寸劇で説明しようとする工夫は、多くの人から「目から鱗！」、「活動の幅を感じまし

た。」と高く評価されています。                    （監修者） 

 山城の案内をしています。山城では道が狭く、どうしても－列縦隊になります。20 名

以上になると説明がうまく出来ませんし、時間もかかります。説明はすこぶる簡潔にし

て、場合によってはポイントを割愛することもあります。トイレも不自由な場所ですか

ら、特に女性には気配りが必要です。 

 また子どもから大人まで年齢層がまちまちの時の説明は、「山城」というテーマなので、

基本的には大人に照準を合わせ、時々子どもに理解できる話を入れることにしています。                         

 



（1）立ち居振る舞い 

  「礼儀正しく、謙虚でさわやかに」。お客様の気持ちに配慮して案内するよう心がける

事が大切です。 

① 説明する時の立ち位置は、お客様全体が見え、かつ、お客様から説明対象が良く見え

る位置がベストです。（お客様との関係で立ち位置を決めます。） 

② お客様の目を見て、語りかけるように…右から左に、左から石に、お客様を見ながら

話し、真剣に聞いてくれるお客様を探しましょう。 

  （本当に興味を持ったり、分かっているお客様は目の輝きで分ります。） 

（2）話し方と話す内容 

  「人と地域」への愛情を背景に持って心をこめて話す事がお客様の共感を得ることにつ

ながると考え、心がけるべき主なポイントを提示します。 

 

⑥ 笑顔で明るく、大きな声ではっきりと 

 屋外ではガイドの声は聞き取りにくいもの。聞こえないとどんなに良い話をしても興味

を持っていただけません。 

 →なるべ＜お客さまに近寄っていただき、後ろの人に届く大きさの声で。 

 →必要であればマイクを使います。（ハンズフリーが便利[木村1]） 

 →はっきり発音。語尾もしっかり、歯切れよく話しましょう。 

⑦  面白く、分かり易く 

 →簡潔に、短い言葉で話します。「響＜言葉で短く」 

 →その場所での決め台詞を持つと良いでしょう。 

 →「起承転結」ではな＜、「結」から話す事も有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

→ 方言、ことわざ、歌、俳句、有名人の言葉などの引用も有効です。 

→ 抑揚や感情を込めて『思い』を表現しましょう 

→（例：非常に美しい… ⇒ それはそれは美しい…） 

→ ユーモアや話題性のある話も大切です。（ただし、多用するとシラケル事も…） 

→ お客様の出身地と案内しようとするポイントとの関わりがあれば、積極的に話しまし

ょう。（興味を持っていただける話題です。） 

→ 年号は、歴史的事実の前後関係を把握する意味で重要ですが、多用すると「鼻につく」

こともあります。元号で言うときは西暦も併せて言います。 
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  コラム    ー 話しは、起・結・承・転の順で 一 

 話が長くなったり横道に外れてしまうのは、結論に達するのが遅すぎるからで

す。「誰が、いつ、どこで、何をした、何のために」このことが話のポイントです。

ならば結論を端的に話しましょう。そのあとで、持ち時間に応じて「承・転」の部

分で長さを調整すれば、約束のガイド時間もぴったり守れます。 



→ 話にメリハリを持たせ、強調ポイントを目立たせましょう。 

（重要なポイントは 2度繰り返して話すガイドさんもいます。） 

→ 身振り、手ぶりは非常に有効です。（「動き」の効果もある。） 

→ 「ひとりうなずき」は控えましょう。（お客様に良い印象を与えません。） 

 

寺院仏閣・霊場札所の参拝作法 

寺院境内でのお参り作法 （山門を入ってから出るまで） 

  

 寺社仏閣・霊場札所の一般的なお作法です。 

ここは仏教徒にとっての「聖地」です。一般のテーマパークや遊園地ではありません。お

寺は、まず第一に、「檀家さん」や「信者さん」のものです。そうした人たちがお金を出し

合って「護持」している施設です。第二に、そのお寺を運営している「代表役員」として

の「総代さん」や「住職さん」や、「その寺族さん」のものでもあります。そして、第三

に、ここに参拝されている「お遍路さん」のものでもあります。そして、そのほかとし

て、今日の私たちのような一般の人がいる訳です。ですから、参拝されているお遍路さん

たちの邪魔になるようなことは避けなければなりません。ですから、境内は「左側通行」

を厳守してください。参道の真ん中は「正中」と言って、神様や仏様がお通りになるとこ

ろです。形式や儀式的なものと堅苦しく考えないで下さい。皆が気持よくお参りするため

のごく一般的な常識的マナー、エチケットです。 

 

◎  右入左退 山門や諸堂に入るときには、菅笠以外の帽子は脱いで一礼します。合掌一

礼して右足から入ります。出るときは左足から出て合掌一礼。また、お寺の中では、 左側

通行が原則です。 

◎  水場で手と口を清めます。左手をまず洗い、しゃくを 持ち替えて右手洗い、もう一

度、左手に新鮮な水をくみ、口をすすぎます。 

  最後に柄杓を立てると残りの水が柄に流れますからしゃくの手元を洗います。絶対にし

ゃくの水を直接飲まないようにしましょう。 

◎  ロウソクをあげる場合は燭台の上の段から、線香は香炉の真ん中から立てます 。後

からの人が火傷をしたりしないための配慮です。線香は 普通３本、ロウソク・線香とも

に、先に着いている火や人から貰い火をしないことです。人の願いがあなたにとって 好い

ことであるとは限りませんから。（種火が有るとき はこれを利用しても良い） 

  ロウソクや線香に紙や布を巻き付けたものは、使用しないようにしましょう。ススが出

て、お寺さんに迷惑がかかります。 

◎  納め札を納め札入れに入れてお賽銭をいれます。個人情報の悪用を防ぐため、納め札

の住所は何々市レベルに、 日付は吉日としておけば良いでしょう。 

◎  山門を出たところで振り返って、合掌一礼します。 
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→ 質問やクイズを時折（頻繁は逆効果）折り込むと雰囲気が変わり、お客様が盛り上が

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

⑧  ガイドは演出家 

  ガイドは事実をきちんと伝えることが基本です。事実に即して説明（案内）をしますが、

話し方により興味を持っていただける度合いが違ってきます。話し方の演出も工夫してみ

てはいかがでしょうか。 

 → 自分が説明しようとしている情景を、物語のように演出しましょう。 

 → 情景に出てくる人の心理を想像して語ると面白さが増幅されます。 

 → 歴史家は、分からない事は「わかりません」といいますが、ガイドは分らない部分は

想像や仮説ででも語り、ここがガイドと歴史家の大きな違いです。 
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【私の実践】 

 －「長尾町史」は、語ります 一 

 例えば、話の中で古書を引用する時、

「長尾町史によりますと…」と言うより

も、「長尾町史は、語ります…」と始めた

らどうでしょう。 

 お客様はきっと聞き耳を立ててくれる

はずです。そうすれば「しめたもの」で、

もう物語の世界に誘われているのです。

後は、町長になりきって語るだけです。 

           

 コラム    一 ガイドは物語の演出家であれ － 

 

「講釈師、見てきたような嘘をつき」ガイドにはこの気持ちこそが必要です。も

ちろんデタラメはいけません。でも、私たちは研究家ではないのです。仮説や推論

は大胆に拝借しましょう。お客様はその世界に夢とロマンを掻き立てられるのです。

名人、語り部は、十八番の決め台詞を必ず持っています。 

                           

◆ 「事実を曲げて演出してはならない。」との意見をいただきました。 

 「事実に即して話し、話し方で演出を…」にご留意を！     （監修者） 

 



⑤  地域の心を伝えたい 

  人と地域への愛情を背景に、地域の歴史や暮らし、地域の人の思いを語り、お客様に地

域をよりよく理解していただけたら「ガイド冥利」につきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥  話の押し売りはしない 

  自分の知っている事や「ここまでは話さなければ…」という思いでどんどん説明をする

ことは、場合によっては「有難迷惑」になります。立て板に水や話の押し売りは耳に残ら

ないものです。冷静にお客様の気持ちや雰囲気を読みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦  お客様のニーズに合わせた説明を 

  若い人、年配の人、男性、女性、旅行会社等の「駆け巡りツアー」、同好者の集まりか

ら調査・研究など様々なお客様がお見えになり、そのニーズも様々です。これを、出来れば

事前に把握するとともに、当日の状況から興味を持っている「深度等」をつかむよう気を配

りましょう。 
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 【私の実践】 － 「地元の人の事を話す」オモテナシ ー 

 歴史書に出てくる人の事も大事ですが、地元ならではの農民や庶民の視点に立った

話が出ると、もっと生き生きしてくるのでは…。私は、源平の戦、花折峠や遍路道、丁

石や道標、遍路墓などの歴史・地理・文化と多様なガイドをしていますが、そこで暮ら

しているごく普通の人々のことを必ず付け加えています。これが喜ばれるのです。庶民

の目を通して、我が物として聞いてくれるようです。 

            

コラム：－「あんたは良く知っているな～」には二つの意味がある － 

 ある時、年配のお客様から「あんたは良く知っているなあ～」と言われました。その

時ふっと思ったのは、自分が喋りすぎているぞという「いやみ…」ではと思いました。

「良く知っているなあ」という言葉に二つの意味がある事を感じハツとしたのです。

「ご用心 ご用心」                     

 

【私の実践】 

 私は、自分が聞いた時、「不愉快に感じること」は話さないようにしています。特に、

宗教の押し売りや下ネタなど下品なもの、受け狙いの親父ギャグなどは控えましょう。 

コラム： －バスを降りられるときに注目！一 

 私は、お客様のバスを降りられる姿を見てお客様の「状態」を見分ける参考にして

います。                       （アンケート回答から） 

 



⑧  お客様との交流と親近感を大切に 

  お客様をご案内する際の最も重要な事は、「安全で楽しい」ことを前提に、「地域を良く

知っていただくとともにお客様との交流が深まる」事です。お客様との「良い関係」をつ

くるように努めましょう。 

 

⑨  前向きなプラス思考で難局を乗り越える 

  詳しく知っているお客様に「お株を取られそう」になったり、細かい質問、ガイドの「独

り占め」など、ガイドがしにくいお客様もお見えになります。そんな時大切なのが、「プ

ラス思考」。お客様に学ぶ形で説明を進めたり、お客様を怒らせずに「丸めたり」は、ガ

イドのプラス思考の「大きな心」で乗り越えましょう。 

 

⑩  小道具も活用 

  小道具は、言葉では分かりにくい事を視覚的に理解していただく上で有効です。ボード

や絵、写真が良く使われますが、自分なりに工夫して小道具を作っている人もいます。 

 

 

 

 

3 ガイドの終了 

① ガイドの終わりは美しく、印象に残るものに 

   お客様の口コミ効果の大きさから「お客様は最大のセールスマン」と言われます。「好

印象で終わる」ことは、お客様の再訪や新たなお客様の来訪につながり大切です。 

 

② まず、人数確認と異常の有無の確認をします。 

 

③  次に、「ガイド全体のまとめ」を簡潔に話し、安全に、楽しく交流が出来た事のお礼

を言います。 

 

④  お客様に、簡単に感想を伺い、今後の参考にします。 

 

⑤  時間があれば、その他の見どころやお祭り、イベント、お土産などについても説明

し、「またのお越しをお待らする」旨を伝えましょう。 
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 「街道歩き」のガイドのときに、A3サイズの見やすい地図を作り、それを使って説明

をしました。好評でした。                

 



⑥  バスやお別れ場所までの誘導についても気を抜かないようにします。 

 

（2）お見送り（パスや解散場所で） 

  お別れのあいさつの後、明るく、元気にお見送りします。お客様が見えなくなるまで、

手を振り、お見送りしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで・・・失敗談と苦労話のあれこれ 
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 ガイドをしているとよくカメラのシャッター押しを頼まれます。 

 最近はスマホが多くなってきており、この扱いが意外と難しい。シャッターを押

したら 50～60枚の連射になっていたり、動画撮影モードになったり、シャッターを

押したつもりが撮れていなかったりの事例が多発！何とかしなければ… 

 ⇒娘のスマホを借りて練習する羽目になりました。  

 

 ある時、お客様から私の話が「事実と違う」ということで訂正を求められました。

どうも「歴史認識の違い」が背景にあるようで、私の話し方が断定的だったことも災

いしたようで、すぐ訂正しました。年号や時代などはおおまかに。 

 以後私は、できるだけ断定的な表現を避け、「～と言われています。」など「含みを

持たせた」話し方をしています。             
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 大窪寺の境内を案内している時、「ガイドさん、この後ろの山は何メートルありま

すか？」という質問。矢筈山、女体山、東女体山などの高さを聞かれるとは思って

もみなかったので、全く「不意をつかれた」感じです。 

「ここでうろたえては‥・！」と思い、気を取り直して素直に謝りました。 

後から調べてお伝えしたら、後日、そのお客様からお礼の葉書をいただきました。 

【教訓】失敗は失敗として素直に認めること。その上で、今できる最善の方法を考

えて実行することが大切です。   

 

 先年、12名のお客様を案内中、お一人を見失ってしまいました。慣れきってガイ

ドしている中での出来事で恥じています。①待ち合わせ場所を事前に確認しておか

なかったこと、②お客様に「顔を知ってるから」と探し役をお任せし、私はそのま

まガイドを続行するミスの積み重ね。最終地点の仁王門へ着いても見つかりません。

幹事さんと私があわてて捜しまわり 15分後にやっと再会。ガイドとして大きな失態

でした。私が知っていても、周りは知らない人ばかりなのです。 

                             

 つまずいたっていい。つまずいたり転んだりするほうが自然だ。七転び八起き。

毎日少しずつ。それがなかなかできないけれど、頑張ろうとする気持が大切。そう

いう気持ちで案内したいものです。 

                             

 

 



第 7章 ガイドの結果を活かす 一更なる向上を目指して－ 

1 ガイド内容を振り返る 

 お客様の後ろ姿（車）が見えなくなるまで手を振ってお別れをしたら、それでガイドの仕

事は完結ではありません。次回の糧とするために次のことをチェックして、きっちりと反省

しておくことが大切です。 

 

  〈自己評価のチェックポイント〉 

 ① 依頼されたガイドの所要時間は守れましたか。 

   お客様の多くは、旅程を立てて訪れています。従ってどんなに説明が上 

   手であっても、約束した案内時間を超過したために、お帰りや次の目的 

   地への移動にご迷惑をかけだとしたら、ガイドとして失格です。出会い 

   からお別れまで一貫して時間厳守は基本中の基本なのです。54 

② 言葉遣い、態度に失礼はありませんでしたか。 

   お客様に対する言葉と態度は、印象の最たるものです。お会いした当 

  初は緊張していても、ガイドの後半になり段々打ら解けてきた時に、ふ 

  つと失礼な言動をしてしまいがちです。また、ついつい話しに熱が入る 

  と、お客様の質問に対して、無意識のうちに無造作な言葉や見下したよ 

  うな言い回しになる事もあります。 

  （親しさの中に「少しの緊張」を持ら続けたいものです。） 

 

③事前のお客様情報の把握と、当地の状況伝達は万全でしたか 

  現場の地理・地形的条件や、施設の入館料、食事の場所や内容、交通手 

 段等を正確に伝えて置かなかったために、当日お客様から、「こんなはずで 

 は！」と言われませんでしたか。また年齢層を考慮して設定する歩く距離 

 や、身障者対応等も欠かせない事前打ち合わせの－つです。 

 

⑤  お客様全体に公平なもてなしができましたか 

   特に団体のお客様に接する時に、－部の方だけと談笑しがらではなかっ 

  たですか。そんな態度が他の方がたから不愉快に感じられたかもしれま 

  せん。また、いつもガイドの横にべったり張り付いて離れない方の対処 

など、常に全休を見渡した言動と視線に注意して案内できましたか。 

 

⑤ 案内の重要ポイントはお伝えできましたか 

   事前に準備した段取りと筋書きどおりに案内できましたか。話しが脱 
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   線して散漫になりませんでしたか。振り返って反省し、うまく説明でき 

   なかったこと、重要なことを言い落したことなどに気付いたら、もう－ 

   度話の骨子を組み立て直して、次回に向けて反復練習をしましょう。 

 

 ⑥ お客様に観やすい位置を提供できましたか 

    景観を眺める、展示ケースを覗き込む、工芸等の実演見学や民俗芸能 

   の観賞等、このような時、お客様に見やすい位置を配慮出来たでしょう 

   か。もしかしたらガイド（自分）自身が－番良いアングルに位置して解 

   説していませんでしたか。意外に気が付かない盲点となるチェックです。 

 

 ⑦ リピートしてもらうための交流は積極的にできましたか 

    お客様とは「一期一会の出会い」が多いガイドですが、再訪して欲し 

   い強い気持ちを常に念頭に置かねばなりません。今回案内している観光 

   の話しに加えて、四季折々の自然や、祭り、民話、歴史、文学、町並の 

   話題などを随所に織り交ぜることにより、もう一度別の季節に来たい！ 

   という気持ちをお客様に持っていただきましょう。 

 

2 次の発展のために 

 

 （1）訪れていただいた感謝の気持ちを礼状に認めましょう 

    お客様の旅の想い出を、いつまでも心に刻んでいただく気持らを表す 

  手法の－つが、再会を促す礼状です。これには、地元の絵葉書を使用すれ 

  ばなお一層心が通じるでしょう。「袖すりあうも多生の縁」から人脈が派生 

  して、公私を問わず末永く地域間交流に繋がれば嬉しい限りです。 

 

 （2）事後報告書にまとめましょう。 

    自己評価をしたら、所属するガイドの会へ活動報告書（様式を定めて 

  いる団体もある）を提出し、ガイド相互の情報交換の資料として役立て 

  ましょう。特に事故やクレームが発生した時は、そのことをメンバー全 

  員で「共有」をすることが、同じ失敗を繰り返さない最善の方法です。 

 

 （3）アンケート調査の実施 

    お客様に対しガイドの印象や旅の感想を聞くアンケート調査は、ナマ 

   の声を反映させる最も良い手法といえます。ただしそれには、目的を明 

  確にして実施しなければ効果は望めません。客観性のある意見を聴取する 

  には、アンケートの方式（択一式・記述式等）と設問内容の吟味が重要で 
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す。また、回収方法にも工夫が必要で、－例として、礼状にアンケート用紙を同封し、

且つ切手を貼った返信用封筒を添えることで、お客様の気持らをより能動的に促し、回収

率を上げることも考えられます。 
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≪事後報告書の例≫（報告書の記載項目をお示しします。） 

① ガイド実施者および同行者名 

② ガイド実施日時（年月日、曜日、開始時間～終了時間） 

③ お客様の概要（団体名または個人名、人数と男女内訳、年齢構成、必 

  要に応じて連絡先など） 

④ ガイド場所またはコース 

⑤ 待ち合わせ場所 

⑥ 来訪に使用された交通手段 

⑦ ガイド経費（ガイド料、交通費、その他受領した経費など） 

⑧ ガイドを振り返っての感想、反省点、その他特記事項など 

（いろいろ書けるように広めのスペースをとっている報告書が多＜ 

 見られます。） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

※ 上記に、報告書提出にあたっての注意事項（提出先や期限など）が記 

 載されている報告書が多＜見られます。 

 

 



   （アンケート調査の－例） 

  今後のご案内に役立てるため、アンケートにご協力＜ださい。 

あなた方が当地を訪れた期日           年   月   日 

① 旅の目的 

②  最も印象に残った箇所・体験等 

③ ご案内した観光ガイドについて伺います 

・礼儀の正しさ          良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・身なりの清潔さ         良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・言葉の聴き取り易さ       良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・全行程の説明をしたか      良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・案内時間の正確さ        良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・話の分かり易さ         良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・トイレや休息の配慮       良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・交通安全への配慮        良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・歩いた距離や速度        良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い 

・その他、当日のガイドについてお気つきのことがありますか 

 

③  今回の旅で、不自由を感じたことはなんですか。（交通・土産・トイレ等） 

 

 

④  良かった所、印象に残った所をお書きください。 

 

 

⑤  今回ご案内した所以外にガイドに案内してほしい所はありますか。 

 

 

⑥  その他、当地以外のことでも、観光ガイドあるいは観光全般に対し、ご意見 

ご要望があればお書きください。 

 

 

 

 

ありがとうございました。貴重なご意見を活かして更に田々研鋳いたします。 

 

 

                 さぬき市おへんろつかさの会大窪寺班 
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  ≪お詫びとお願い≫ 

■ 多＜の方から貴重な意見や感想、体験をお寄せいただきましたが、紙面の都合でその一

部しか掲載できませんでした。また、いただいた文面を、修正させていただいたものもござ

います。お詫び申し上げます。 

 

 

■ ガイドの会などでこの「手習い帳」で勉強される際には、是非、ご自分の経験や意見を

お話しいただき、上記の理由（紙面の都合）での『割愛』や『修正・削除』を補っていただ

くようお願い致します。 

                                   （監修者） 

   ≪ガイド手習い帳≫ 

■ 2021年 4月 10日 初版発行 

■ 編集 文化創造集団・まほろば工房 

■ 発行 さぬき市観光ボランティアガイド・おへんろつかさの会 大窪寺班 

■ 発行にあたり、（－社）愛知県観光協会の協力・支援をいただきました。 

■ 編集にあたり、（公社）日本観光振興協会発行の「観光ボランティアガイド 活動 

 の手引」を参考にし、一部を抜粋・転載させていただきました。 

■ カットは、大窪寺班の木村が撮影したものを使用しました。 

■ 本書のコピーまたは抜粋使用については構いませんが、本会会員以外の方は、出典 

 （あいち観光ボランティアガイドの会「ガイド手習い帳」）をご記入ください。 

■ この手習い帳は、愛知県観光協会のホームページ内の「あいち観光ボランティアガ 

  イドの会」のページに掲載してありますので、必要な万は、ここからダウンロード 

  してください。 

■ 本誌では、ガイドの行為やガイドの総称については「ガイド」と表記し、ガイド個 

 人を示す場合については「ガイドさん」と表記しています。 
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